
Emacs クイックリファレンス
ファイル操作

	・	C-x	C-f	(find-file)														ファイル読み込み
	・	C-x	C-s	(save-buffer)												カレントバッファを保存
	・	C-x	C-w	(write-file)													カレントバッファを別名で保存
	・	C-x	i			(insert-file)												カーソル位置にファイルを挿入

カーソル移動
	・	C-f					(forward-char)											1文字進む														(→)
	・	C-b					(backward-char)										1文字戻る														(←)
	・	C-n					(next-line)														次の	(=	next)	行へ					(↓)
	・	C-p					(previous-line)										前の	(=	previous)	行へ	(↑)
	・	C-e					(end-of-line)												行末へ
	・	C-a					(beginning-of-line)						行頭へ
	・	M->					(end-of-buffer)										現在位置をマークしバッファ末尾へ
	・	M-<					(beginning-of-buffer)				現在位置をマークしバッファ先頭へ
	・	C-v					(scroll-up)														1画面分進む
	・	M-v					(scroll-down)												1画面分戻る
	・	M-g					(goto-line)														指定した行へ移動
	・	C-l					(recenter)															カーソルが画面中央にくるようにする
	・	M-n					(scroll-up-one-line)					1行進む
	・	M-p					(scroll-down-one-line)			1行戻る

カット / コピー / 削除
	・	C-h					(delete-backward-char)			バックスペース。大窪が設定している。
	・	C-d					(delete-char)												カーソルの文字を削除
	・	C-k					(kill-line)														行のカーソル以降を削除し	kill-ring	へ
	・	C-w					(kill-region)												region	の範囲を削除して	kill-ring	へ
	・	M-w					(copy-region-as-kill)				region	の範囲を削除せず	kill-ring	へ
	・	C-y					(yank)																			kill-ring	の内容をカーソル位置にはき出す
	・	M-y					(yank-pop)															yank	した内容を消去し、前の	kill-ring	を
																																					はき出す	(yank	の直後しか実行できない)
	・	C-Space	(set-mark-command)							現在のカーソル位置をマーク
	・	C-x	h			(mark-whole-buffer)						現在のバッファ全体を	region	にする
	・	C-x	r	k	(kill-rectangle)									長方形に	kill-region
	・	C-x	r	i	(yank-rectangle)									長方形に	yank

バッファ / ウインドウ操作
	・	C-x	b			(switch-to-buffer)							ウインドウのバッファを切り換える
	・	C-x	C-b	(list-buffers)											存在しているバッファ一覧を表示
	・	C-x	k			(kill-buffer)												バッファそのものを消去する
	・	C-x	0			(delete-window)										ウインドウを消去する
	・	C-x	1			(delete-other-windows)			ウインドウを画面いっぱいに広げる
	・	C-x	2			(split-window-vertically)		上下に	2分割	(C-x	^	で広げる)
	・	C-x	3			(split-window-horizontally)		左右に	2分割	(C-x	{	,	C-x	}	で広げる)
	・	C-x	o			(other-window)											カーソルを次のウインドウへ移動	(時計回り)

文字列検索 / 置換
	・	C-s					(isearch-forward)								順方向に検索
	・	C-r					(isearch-backward)							逆方向に検索
	・	M-%					(query-replace)										文字列置換	(「!」で一度に置換できる)

ヘルプの使いかた
	・					(describe-function)										このコマンドは何をする	?
	・					(describe-key)															このキー操作は何をする	?
	・					(where-is)																			このコマンドはどこのキーにある	?
	・					(describe-variable)										この変数は何を設定するもの	?
	・					(describe-bindings)										現在のキー割り当ての一覧は	?

その他覚えておくと便利なコマンド
	・	C-g					(keyboard-quit)											現在実行中の操作を中止
	・	C-z					(suspend-emacs)											Emacs	を一時停止する	(アイコン化)
	・	C-u					(universal-argument)						次に入力するコマンドを	4回実行する
																																						(2回押せば	16回)
	・	ESC	数字																										次に入力するコマンドを数字の回数だけ実行
																																						(ESC	1	0	0	a	なら	100個の	a	を入力)
	・	C-/					(advertised-undo)									ひとつ前の操作を取り消し、元に戻す(undo)大窪設定
	・	C-x	C-c	(save-buffers-kill-emacs)	すべてのファイルを保存し	emacs	を終了
	・	C-x	(			(start-kbd-macro)									マクロの記録を開始
	・	C-x	)			(end-kbd-macro)											マクロの記録を終了
	・	C-x	e			(call-last-kbd-macro)					記録したマクロを実行
	・	M-q					(fill-paragraph)										今いる段落を強制的に桁揃え	(=	fill)
	・	C-x	f			(set-fill-column)									M-q	の桁揃え位置を現カーソル位置に設定
	・	C-x	;			(comment-region)										regionの範囲をコメントアウトする
	・	C-x	:			(uncomment-region)								regionの範囲のコメントアウトを消す
	・		---				(auto-fill-mode)										自動的に桁揃えするモードに
	・		---				(untabify)																region	内のタブ文字をスペースに変換


